
平成１２年４月から始まる介護保険のサービスを受けるため

には、寝たきりや痴呆など、サービスを受けられる状態かど

うかの審査を受け、『介護が必要』と認定されなければなりま

せん。今回は制度の開始に先駆けて１０月１日から始まる、要

介護認定申請などについてお知らせします。

介
護
保
険
に
は
、
４０
歳
以
上
の
か
た
が

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、

６５
歳
以
上
の
か
た
が
「
第
１
号
被
保
険
者
」、

４０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
か
た
が
「
第
２
号

被
保
険
者
」
に
な
り
ま
す
。

40
歳
以
上
が
加
入

■
第
１
号
被
保
険
者

▼
要
介
護
状
態
…
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど

で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
▼
要
支

援
状
態
…
常
時
の
介
護
ま
で
は
必
要
な
い

も
の
の
、
家
事
や
身
支
度
な
ど
で
日
常
生

活
に
支
援
が
必
要
な
か
た

■
第
２
号
被
保
険
者

初
老
期
痴
呆
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
老
化
が

原
因
と
さ
れ
る
１５
種
類
の
病
気
に
よ
り
要

介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
っ
た
か
た

※

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
１５
種
類
の
病
気
と

は
、
�
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
�
後
縦
靱

帯
骨
化
症
�
骨
折
を
伴
う
骨
粗
鬆
症
�
シ

ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
�
初
老
期
に

お
け
る
痴
呆
�
脊
髄
小
脳
変
性
症
�
脊
柱

平成12年４月開始

介護保険制度

要
介
護
認
定
申
請
が
で
き
る
か
た

日
本
は
、
世
界
を
代
表
す
る
長
寿
国
に

な
り
、
ま
た
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
に
よ

り
高
齢
者
の
割
合
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

狭
山
市
は
、
全
国
か
ら
み
る
と
比
較
的
平

均
年
齢
が
若
い
市
と
い
え
ま
す
。
し
か
し

人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
総
人
口
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

６５
歳
以
上
の
人
口
は
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
１０
年
度
に
は
人
口
の
約
１１
％
が
６５

歳
以
上
で
し
た
が
、
１０
年
後
の
平
成
２０
年

度
に
は
約
２０
％
、
５
人
に
１
人
が
６５
歳
以

上
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
介
護
問
題

が
老
後
最
大
の
不
安
で
あ
る
な
か
、
社
会

全
体
で
助
け
合
っ
て
い
く
目
的
で
介
護
保

険
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
背
景

要
介
護
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

6

10
月
１
日
か
ら
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介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場

合
は
、
市
役
所
の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
は
、
家
族
や
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
）、

介
護
保
険
施
設
に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
申
請
か
ら
３０
日
以
内
に

判
定
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
認
定
結
果

に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
は
、
県
の
「
介
護

保
険
審
査
会
」
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１

５

申
請
書
の
提
出

結
果
通
知

１
次
判
定
の
結
果
と
、
か
か
り
つ
け
医

の
意
見
書
（
市
が
直
接
請
求
し
ま
す
）、
調

査
時
の
特
記
事
項
を
も
と
に
介
護
認
定
審

査
会
で
判
定
し
ま
す
。
審
査
会
の
委
員
は

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
専
門
家
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

４

介
護
認
定
審
査
会

市
町
村
が
要
介
護
認
定
に
係
る
種
々

の
審
査
お
よ
び
判
定
業
務
を
公
正
か
つ

客
観
的
に
行
う
た
め
、
専
門
的
な
第
三

者
機
関
と
し
て
介
護
認
定
審
査
会
が
置

か
れ
ま
す
。
委
員
は
、要
介
護
者
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
の
学
識
経

験
者
（
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

柔
道
整
復
師
、
保
健
婦
、
看
護
婦
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
な
ど
）
で
構

成
さ
れ
ま
す
。介
護
認
定
審
査
会
に
は

６
つ
の
合
議
体
（
チ
ー
ム
）
を
置
き
、

１
つ
の
合
議
体
あ
た
り
５
名
で
運
営
し

て
い
く
予
定
で
す
。

２
次
判
定

調
査
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力

し
、
要
介
護
度
を
判
定
し
ま
す
。

３

か
か
っ
た
費
用
の
１
割
の
負
担
で
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
認
定

さ
れ
た
要
介
護
度
の
給
付
金
額
を
超
え
た

分
と
施
設
の
食
費
を
除
き
ま
す
。

７

被
保
険
者
が
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状
態
か

ど
う
か
の
審
査
を
受
け
、『
介
護
が
必
要
』

と
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
審
査
で
は
介
護
が
必
要
な
度
合
に
よ

り
６
段
階
に
区
分
さ
れ
た
『
要
介
護
度
』

を
判
定
し
ま
す
。

こ
の
要
介
護
度
に
よ
り
、
在
宅
や
施
設

で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
額
が
決
ま
り

ま
す
。
申
請
の
窓
口
は
市
役
所
で
、
審
査

の
結
果
は
原
則
と
し
て
３０
日
以
内
に
通
知

さ
れ
ま
す
。

１
次
判
定

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

要
介
護
認
定
申
請
か
ら
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
ま
で

市
職
員
や
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な
ど
の
介
護
支
援

専
門
員
が
訪
問
し
、
心
身
の
状
態
な
ど
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
（
調
査
項
目
は
表

１
を
参
照
）
を
行
い
ま
す
。

２

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
認
定
さ
れ
る

と
、
今
後
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画

を
立
て
ま
す
。
通
常
は
介
護
支
援
専
門
員

が
本
人
や
家
族
の
意
見
を
聞
き
計
画
書
を

作
成
し
ま
す
が
、自
分
で
計
画
を
作
成
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

訪
問
調
査

６

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

●
聞
き
取
り
調
査
項
目
（
表
１
）

管
狭
窄
症
�
早
老
症
�
糖
尿
病
性
神
経
障

害
、
糖
尿
病
性
腎
症
及
び
糖
尿
病
性
網
膜

症
�
脳
血
管
疾
患
�
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
�

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
�
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
�
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
�
両
側
の
膝
関

節
又
は
股
関
節
に
著
し
い
変
形
を
伴
う
変

形
性
関
節
症
を
い
い
ま
す

麻痺拘縮

麻
痺（
左
上
肢
、右
上
肢
、左
下
肢
、右
下
肢
、

そ
の
他
）、拘
縮（
肩
関
節
、肘
関
節
、股
関

節
、
膝
関
節
、
足
関
節
、
そ
の
他
）

移動

寝
返
り
、起
き
上
が
り
、両
足
で
の
座
位
、

両
足
つ
か
な
い
座
位
、両
足
で
の
立
位
、歩

行
、
移
乗

複雑動作

立
ち
上
が
り
、片
足
で
の
立
位
、浴
槽
の
出

入
り
、
洗
身

特別介護

じ
ょ
く
そ
う
、皮
膚
疾
患
、片
手
胸
元
持
ち

上
げ
、嚥
下
、尿
意
、便
意
、排
尿
後
の
後
始

末
、
排
便
後
の
後
始
末
、
食
事
摂
取

身の回り

口
腔
清
潔
、
洗
顔
、
整
髪
、
つ
め
切
り
、

ボ
タ
ン
か
け
は
ず
し
、上
衣
の
着
脱
、ズ
ボ

ン
等
の
着
脱
、靴
下
の
着
脱
、居
室
の
掃

除
、薬
の
内
服
、金
銭
の
管
理
、ひ
ど
い
物

忘
れ
、周
囲
へ
の
無
関
心

意思疎通

視
力
、聴
力
、意
思
の
伝
達
、指
示
へ
の
反

応
、毎
日
の
日
課
を
理
解
、生
年
月
日
を
い

う
、短
期
記
憶
、自
分
の
名
前
を
い
う
、今

の
季
節
を
理
解
、
場
所
の
理
解

問題行動

被
害
的
、作
話
、幻
視
幻
聴
、感
情
が
不
安

定
、昼
夜
逆
転
、暴
言
暴
行
、同
じ
話
を
す

る
、大
声
を
だ
す
、介
護
に
抵
抗
、常
時
の

徘
徊
、落
ち
着
き
な
し
、外
出
し
て
戻
れ
な

い
、一
人
で
出
た
が
る
、収
集
癖
、火
の
不

始
末
、物
や
衣
類
を
壊
す
、不
潔
行
為
、異

食
行
動
、
性
的
迷
惑
行
為

特別な医療

点
滴
の
管
理
、中
心
静
脈
栄
養
、透
析
、ス

ト
ー
マ
の
処
置
、酸
素
療
法
、レ
ス
ピ
レ
ー

タ
ー
、気
管
切
開
の
処
置
、疼
痛
の
看
護
、

経
管
栄
養
、モ
ニ
タ
ー
測
定
、じ
ょ
く
そ
う

の
処
置
、
カ
テ
ー
テ
ル
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※基準額：市町村の介護サービスに必要な費用のうち、６５歳以上のかたの保険料で負担
すべき分を、６５歳以上のかたの人数で割った平均的な額

●第１号被保険者の保険料（表２）

保
険
料
と
保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て

は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
）
と

第
２
号
被
保
険
者（
４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
）

で
は
、
以
下
の
よ
う
に
異
な
り
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者

保
険
料
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
よ
っ

て
各
市
で
異
な
り
ま
す
。
決
定
し
た
基
準

額
を
も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
５
段
階
の

保
険
料
（
表
２
）
が
決
ま
り
ま
す
。
こ
の

基
準
額
は
３
年
間
変
わ
り
ま
せ
ん
。
狭
山

市
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
量

な
ど
を
推
計
し
、
今
後
決
定
し
て
い
き
ま

す
。
保
険
料
の
納
め
方
は
、
老
齢
・
退
職

年
金
が
月
額
１
万
５
千
円（
年
額
１８
万
円
）

以
上
の
か
た
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
年
金
額
が
月
額
１
万
５
千
円
に
満

た
な
い
か
た
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
な

ど
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者

保
険
料
の
計
算
方
法
や
額
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
、
医

療
保
険
の
保
険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
健
康
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
か
た
…
保
険
料
は
給
料
に
応
じ
て
異
な

り
、
半
分
は
事
業
主
が
負
担
し
ま
す
。
被

扶
養
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
…
保
険
料

は
所
得
や
資
産
な
ど
に
応
じ
て
異
な
り
、

半
分
は
国
が
負
担
し
ま
す
。
世
帯
主
が
世

帯
員
の
分
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

保
険
料
と
納
め
方

現
在
、
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す

る
審
議
会
（
市
民
代
表
者
、
知
識
経
験
者

を
含
む
）
を
定
期
的
に
開
催
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
保
険
料
、
認
定
業
務
、
そ
の

他
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

制
度
の
円
滑
な
導
入
を
図
る
と
同
時
に
、

よ
り
良
い
保
険
制
度
作
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
制
度
内
容
に
つ
い
て
詳
細

な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
随
時
広
報
さ
や
ま

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●
問
い
合
わ
せ
介
護
保
険
準
備
室
へ
内

線
１
５
５
１
・
１
５
５
２

今
後
の
取
り
組
み

日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
「
要
支
援

状
態
」、
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
「
要
介

護
状
態
」
と
認
定
さ
れ
る
と
、
要
支
援
・

要
介
護
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
給
付
金
額

の
範
囲
内
で
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
要
支
援
状
態
の
か
た
は
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介

護
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

■
在
宅
サ
ー
ビ
ス

●
家
庭
を
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス

▼
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
）

▼
訪
問
看
護
（
看
護
婦
な
ど
の
訪
問
）
▼

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
の
訪
問
）
▼
訪
問
入
浴
介
護
（
入

浴
チ
ー
ム
の
訪
問
）
▼
居
宅
療
養
管
理
指

導
（
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
）

●
日
帰
り
で
通
う
サ
ー
ビ
ス

▼
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
の
通
所
）
▼
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ
の
通
所
）

●
施
設
へ
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

▼
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養

介
護
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保

健
施
設
な
ど
へ
の
短
期
入
所
）

●
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
や
住
宅
の
改
修

▼
車
い
す
・
特
殊
寝
台
の
貸
与
や
腰
掛
け

便
座
・
入
浴
用
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具
の

貸
与
、
購
入
費
の
支
給
▼
手
す
り
、
段
差

の
解
消
な
ど
住
宅
改
修
費
の
支
給

●
そ
の
他

▼
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
痴
呆
性

老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
▼
特
定
施
設

入
所
者
生
活
介
護
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で

の
介
護
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）の
作
成

■
施
設
サ
ー
ビ
ス

●
介
護
老
人
福
祉
施
設

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

●
介
護
老
人
保
健
施
設

▼
老
人
保
健
施
設

●
介
護
療
養
型
医
療
施
設

▼
療
養
型
病
床
群
▼
老
人
性
痴
呆
疾
患
療

養
病
棟
▼
介
護
力
強
化
病
院
（
平
成
１４
年

度
ま
で
）

8

認
定
さ
れ
た
か
た
が
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス

割り増しの保険料を支払うかた

本人が住民税

課税で合計所

得金額２５０万

円以上

基準額×１．５

本人が住民税

課税で合計所

得金額２５０万

円未満

基準額×１．２５

基準額を支払うかた

本人が住民税

非課税

基準額×１．０

保険料が減額されるかた

世帯全員が

住民税非課税

基準額×０．７５

生活保護、老

齢福祉年金受

給者で住民税

世帯非課税

基準額×０．５

広報さやま

平成１１年８月１０日号

広報さやま

平成１１年８月１０日号
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9

介
護
保
険
準
備
室
内
線
１
５
５
１
・
１
５
５
２

そ

の

他

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

保

険

料

に

つ

い

て

申
請
・
手
続
き
に
つ
い
て

す
べ
て
の
人
が
要
介
護
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
と
き
に
申

請
し
て
い
た
だ
き
ま
す

か
か
り
つ
け
医
は
市
外
で
も
よ
い
の

で
す
か

要
介
護
認
定
に
は
、か
か
り
つ
け
医

（
主
治
医
）
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。

自
分
の
状
態
を
よ
く
わ
か
る
医
師
で
あ
れ
ば
、

市
外
で
も
指
定
で
き
ま
す

要
介
護
認
定
を
受
け
た
後
、
市
外
に

転
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
再
度

認
定
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か

転
入
後
１４
日
以
内
に
介
護
保
険
担
当

課
に
届
出
を
す
れ
ば
、前
住
所
地
で
認
定

さ
れ
た
介
護
度
が
引
き
継
が
れ
ま
す

認
定
の
結
果
に
不
満
が
あ
る
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か

県
の
「
介
護
保
険
審
査
会
」
に
不
服

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

要
介
護
認
定
を
受
け
た
あ
と
、
心
身

状
態
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
要
介
護

度
は
そ
の
ま
ま
で
し
ょ
う
か

通
常
６
か
月
ご
と
に
要
介
護
度
の
見

直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
状
態
が

不
安
定
な
場
合
は
、
３
か
月
を
め
ど
に
見
直

し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
者
か
ら
の
変
更
申
請

も
受
け
付
け
ま
す

介
護
保
険
の
規
定
外
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
ど
う
な
り
ま
す
か

現
在
、市
か
ら
提
供
し
て
い
る
給
食

サ
ー
ビ
ス
、寝
具
の
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
に
は
規
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
で
定
め
れ
ば
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す

給
付
限
度
額
を
超
え
た
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
場
合
、負
担
は
ど
う
な
り
ま
す
か

限
度
額
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

市
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
あ
れ

ば
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
単

価
が
国
で
統
一
指
定
さ
れ
る
反
面
、
交
通
費

な
ど
を
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

保
険
料
に
資
産
は
影
響
し
ま
す
か

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
資
産
割
が

あ
り
ま
す
が
、
６５
歳
以
上
の
か
た
に
つ

い
て
は
、影
響
あ
り
ま
せ
ん

複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
保
険
料
が
引
か
れ
ま
す
か

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

の
順
に
引
い
て
い
き
ま
す

確
定
申
告
で
保
険
料
額
は
所
得
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
か

国
民
健
康
保
険
税
と
同
じ
よ
う
に
所

得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

世
帯
に
第
２
号
被
保
険
者
が
い
ま
す
が

世
帯
主
が
４０
歳
未
満
の
と
き
、
保
険
料
は
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
か

該
当
者
分
の
保
険
料
が
加
算
さ
れ
ま

す
現
在
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
で
の
ヘ

ル
パ
ー
の
人
数
、
施
設
数
で
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
不
足
な
く
提
供
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か

介
護
保
険
制
度
導
入
に
伴
う
サ
ー
ビ

ス
量
の
変
化
に
つ
い
て
は
、介
護
保
険

事
業
計
画
の
中
で
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

総
合
的
に
見
直
し
て
い
き
ま
す

サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
額
な
ど
、
所
得

の
少
な
い
人
に
対
し
て
の
減
免
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か

現
在
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
所
得

に
よ
っ
て
利
用
料
が
決
ま
る
た
め
、
所

得
の
低
い
か
た
は
減
額
・
免
除
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
介
護
保
険
制
度
で
は
、
現
行
よ
り
負

担
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
得
の

低
い
か
た
へ
の
減
免
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現

在
検
討
中
で
す

施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
不
当
な
扱

い
を
受
け
た
と
き
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機

関
は
ど
こ
で
す
か

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
苦
情
・
相
談
に

つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会（
国
保
連
）が
行
い
ま
す
。
窓
口
と
し
て

は
、
市
で
の
対
応
も
検
討
し
て
い
ま
す
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